
おだかぐらし通信
2026年7月発行

第31号 小高区地域振興課

お だ か ぐ ら し 担 当

TEL: 0244-44-6716

爽やかな季節の相馬野馬追でうまれた
新しい風景と伝承

小高でつなぐ！リレーインタビュー

次回は…渡邊さんからご紹介の方に
インタビューします！

お楽しみに～

（書き手：蒔田志保）

吉田さん→渡邊さんへバトンタッチ！

本物の法螺貝に触れ、
「大きい」「重たい...！」と目をまるく
していました

渡邊 春香さん

合同会社みさき未来のスタッフ
(夏季はブルーベリーパークぴぽぱ運営）

Ｑ.小高の好きなところ、おすすめは？ 

海・山・川など、自然が豊かなところ。
仕事場が井田川地区なので、海の音が聞こえてき
て心地よいです。一度地元を離れたからか、改め
て地元の良さに気づかされますね。

Ｑ.家族連れで参加できるイベントを開催されていますが、大事にしているポイントはありますか？

Ｑ.移住検討中や移住してくる方へメッセージを
お願いします！

2024年から5月開催となった相馬野馬追。爽やかな風が吹き、陽ざ

しもやわらいだ中での開催に、出陣家族の一員としてはホッとしてい

ます。

熱中症のリスクが軽減されたことで、野馬懸の日には地元の子ども

たちが見学にこられるようになりました。子どもたちは特等席から、

野馬の追い込みと上げ野馬の神事を興味津々の眼差しで見つめます。

しかし、一人ひとりの興味はちがうもの。法螺貝の音に「何の音？」

と耳を傾ける子、会場の様子をきょろきょろと見渡す子、場内アナウ

ンスをしっかりと聞き繰り返す子、いろんな視点から野馬追を味わい

ます。

御小人たちがなかなか馬を捕まえられないでいるときには「がんば

れー！」と大声援。その健気でまっすぐな様子を見ながら、こうして

野馬追の記憶が刻まれていくのは素敵なことだなあと思いました。

今年は雲雀ヶ原祭場地の客席も、例年以上の人で賑わい、拍手もひ

と際大きく感じられました。開催時期が変わったことで、より多くの

人が野馬追を楽しめるようになったのではと想像しています。見る人

それぞれの野馬追の思い出は、文化の伝承にもきっと結びつくはずで

す。

Ｑ.今の仕事の良さはどんなところですか？

農業で自分のやりたいことを、地元でのびのびと
できるところです。
「日が昇って落ちるまで仕事をする」という人間
らしい生活ができていて、とても充実しています。
今の仕事のおかげで、自分の子どもたちも自然に
触れ合うことが多くなりました。夫も同じ仕事を
しているので、仕事と家庭のバランスが取りやす
いです。

移住する前に、ツアーでもどんな形でも遊びに
来て、小高を見てほしいです。思いきって来て
みてください！優しくて温かい方ばかりです。

イベントでの体験を通して、子どもたちの発見・ひらめきに繋げたいと思っています。
自然と触れ合い、「自分って何ができるんだろう？」「自分のやりたいことって何だろう？」と考え
るきっかけをつくりたいです。自分が小さい頃、祖父母との楽しい田舎体験がちゃんと記憶に残って
いて。だからこそ、地域の子どもたちにはいろいろな体験をしてもらいたいです

小高区在住 / 小高区出身

野馬が駆けあがっていく瞬間に
惹きつけられる子どもたち



小高区の小さな園芸店「green」

おだかぐらし担当より 次回は、第32号/9月発行予定です

おだかぐらし移住者交流会を8月中旬に開催予定です。
小高区に移住した方を対象に地域イベントと組み合わせる予定
です。告知はインスタなどで行いますのでお楽しみに

4月19日に小高区上根沢に素敵な園芸店がオープンしました

お店のオーナーは杉本尚子さん。杉本さんの夫・伸也さんが経営されてい

る整体サロン「ROOM」の北側にお店があります。震災後、横浜から尚子さん

の地元である小高区にご夫婦で移住。

尚子さんは趣味で始めた生け花をきっかけにフラワーデザインにも興味を

持ち、横浜では花屋で働いていたそうです。その経験を活かした新店舗では、

季節の花苗や園芸雑貨・ハンドメイドの革小物などが販売されています。

お店の魅力は、花苗を購入する時に花談義ができるというところ。お花の

植え方・育て方を丁寧に教えてもらえたり、そのお花に合う鉢や花瓶につい

てもアドバイスしてもらえるのは、ガーデニング初心者には心強いです。私

はお花の手入れが苦手なのですが、そんな私でもガーデニングを始めたくな

る心地よい優しい空間でした。皆さんもぜひ、花談義をしに「green」を訪れ

てみませんか？

草刈りをもっと楽に安全に！

やわらかい雰囲気の
オーナー杉本尚子さん

「green」の
広々としたガーデン!
ゆったりと
季節の花たちを
楽しめます

おだかぐらし
Instagram

尚子さんが製作している
革小物も要チェック

店内では花々を
そっと引き立てる
ナチュラルな花瓶や
鉢たちが迎えてくれ
ます

令和7年度の交流会の様子

【green】
〒979-2155
小高区上根沢字堂北6-1
080-8024-9833

Instagram

※駐車場あり
トイレ設置なし

（以下 書き手 おだかぐらしコンシェルジュ 本田 奏）

【Garden】

店内の販売風景
杉本さん（左）、Tanjiさん（右）

「green」でスワッグを委託販売している【Garden】。
スワッグの材料となるのは、製作者のTanji Keikoさ
ん宅の花や「green」で咲いている花など、小高の草
花。日常生活に自然になじんで、飾りやすいのが推
しポイント Tanjiさん宅ではスワッグのワーク

ショップも開催されています。

Instagram

人手が足りない、暑い時期は体が辛いなど、草刈りのお悩みありませんか？
福島県や南相馬市では行政区など地域の清掃・美化活動を行う団体などに草刈

り機を無料で貸し出しています。写真は、三区行政区有志（草刈り素人の皆さ
ん）がリモコン式草刈り機で作業している様子です。参加者から「少人数でも初
心者でも効率よく安全に草刈りできるので、皆さん使ってみては？」という感想
も。使ってみたい行政区の方は下記までお問合せください

【問い合わせ先】

●福島県
相双建設事務所 0244-26-1183
souken.kanri@pref.fukushima.lg.jp

●南相馬市役所 詳細はこちら↓

③鹿島区市民総合サービス課 0244-46-2115

②小高区市民総合サービス課 0244-44-6713

①土木課維持係 0244-24-5258

「green」で販売されているスワッグを制作している
のは、「Garden」のTanji Keikoさん。自宅の花や
「green」で咲いている花など小高の草花を使ったス
ワッグは日常生活に自然になじんで、飾りやすいの
が推しポイント Tanjiさん宅ではスワッグのワー

クショップも開催されています。
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